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図1 PCR検査ブースの提案: 鉄道駅

スラバヤ工科大学（ITS）の都市・地域計画学科と本学（SIT)の環境システム学科により、オンラインでグローバルPBLを実施した。PBLのテーマは、「感染症へ
の都市の適応を考える PBL：　ウィズ・コロナのニューノーマルの提案」である。Zoomを用いたオンラインでの会合を、2020年10月の毎週土曜日、午前9時30分
から13時まで、計5回開催した。参加学生をITSとSIT学生が混成する10グループに分け、スラバヤ市の空港、鉄道駅、バスターミナル、低密度住宅地、高密度
住宅地を、それぞれ2グループが事例対象として、COVID-19対策の現状分析、課題の把握、ニューノーマルに対応した空間デザインや運営上の仕組みなど
の提案を行った。

図2 事例対象: 空港 図3 動線計画: 空港 図4 ニューノーマル提案: 空港
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